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＜週間連絡＞

· 10/20(木)17：30～18：30千葉記念講堂で法人研修あり。内容は「ノーマライゼーション」について。研修の出欠を未入力のスタッフは早目に入力すること。

· 昇級試験あり。上級10/17(月)、10/21(金)　中級10/18(火)、10/19(水)、10/24(月)。希望する試験日を総務室フォルダー内に試験予約を入れること。

· 10/20(木)14：00～14：40、聖ウルスラ学院から20名学生が来院。交流会でデイケア・デイナイトケアから10名参加予定。（デイケア：赤坂順市様・関秀治様・関口禅様・鈴木恵美子様・中居松男様・大久保康弘様）（デイナイトケア：中村与一郎様・下町サン子様・小野寺ノリ様・稲垣ふき様）

· 本日、中村瞳様17：00～デイケア見学予定。現在東病棟入院中の方。

· 10/21(金)16：00～栄養管理サービス委員会　(出席者：猿ヶ澤)

＜外来情報＞

· 大下　良悦様～デイケアからの「歩きタバコをしている」という情報提供を受け主治医よりマナー
　　　　　　　を守るように指導されている。

· 我満　奈津紀様～「咳が止まらない」と話している。主治医よりタバコを1週間控えるように指導
　　　　　　　されている。

· 晴山　美智子様～体重測定し80.5Kg。週末の過ごし方について「コスモス園の慰安旅行に行って
　　　　　　　食べ過ぎた」「75Kgを目標に運動します」と話されている。

· 森田　清助様～「朝起きたら風邪っぽい感じがしてだるい」と体調不良を訴えている。風邪薬3日
　　　　　　　分処方されている。

＜利用者様情報＞

・赤坂　順市様～10/14(金)本人、青明舎スタッフ、デイケアスタッフで面談。12月から障害基礎年金が1級から2級に降級するため、本人と現在の生活費について見直している。現在生活費として月約6万円使っている。2級に降級すると年金支給額が月額約6万6千円となる。生活費は2級に降級しても納まるが、何かあった時には家族に頼る事が出来ないため、節約をしたいとの事。現在食費に月3万円かかっているため節約を勧める。本人からデイケアの来所日を減らしたいとの希望があるが、スタッフからは、なるべく日中活動する場所を持って欲しいことを説明。食費の節約については12月に向けて取り組んでいく。

また、現在毎日デイケアに通所しているが活動性が低く、他メンバーとの交流も少ない。本人は就労に関して「考えた事はある」と話すため、今後の活動場所として作業所などの情報提供などを行い、本人の希望と合うようであれば主治医・青明舎と連携を図り進めていくこととする。

・古舘　ヨリ様～現在の生活状況等について面談。本人、健康管理・余暇活用・金銭管理に不安がある為、解決策、今後の目標を考える。①朝食をパン中心から米中心にする、②夕食を摂る時間が早い為、18：00～18：30に摂るようにし、夜に間食しないようにする、③デイケア通所は悪天候の場合を除いては、なるべくバスではなく徒歩とする、④岩手銀行に貯金専用の口座を作り月3千円貯金することを目標とする。また4つの目標について自分から青明舎に協力を依頼することを本人と決める。また、家に1人でいると寂しいと話す。余暇時間を上手く活用する方法を一緒に探していく事とする。

＜青風荘家族会報告＞

· 10/16(日)家族会実施。参加された御家族は、下町サン子様、田中正士様、高島吉太郎様、小野寺ノリ様、畑正雄様の5家族。

· 家族会の内容は、青風荘の説明、諸制度の説明、御家族との個別面談。御家族との個人面談では、入所者の現在の生活状況を理解していただく事を目的とした。

· また、事前のアンケートでご家族から入所を継続させて欲しいという意見が多かった為、入所対象者について説明している。また、高齢の入所者が多いため、身体的問題等により青風荘対象外となった場合は、別施設をご家族に探していただくことになる事を説明している。

· 畑正雄様のご家族には、10月初旬より本人様より退所希望が聞かれるようになっており、落ち着きの無い様子が見られていた事を説明し、本人・ご家族・職員の三者面談を行っている。本人様に対し、家族・職員から、退所後の生活環境や本人様の状態を考えると退所は困難である事を説明している。

＜デイナイトケア事例検討＞

○中村　与一郎様(29)　統合失調症

(現在の様子)

· 青風荘：9月より朝6：30起床することを目標としていた。約1ヶ月実行する事が出来ていたが、10月に入り徐々に起床できない事が見られるようになっている。6：30に起床された際には、朝食を摂る事できるが、職員に起こされた際には表情硬く、朝食は少量摂取となっているとのこと。また、就床前薬の服用時間が早く、20時頃就寝する事が多いとのこと。適度な睡眠時間について説明し就寝時間を検討しているが、疲労を理由に早く就寝されることが続いている。

· デイナイトケア：起床について尋ねると、「立ちくらみがする」「震える」と、状態を伴った身体的な訴えが見られる。また、起床困難な理由を問うと、薬の副作用と答えられている。

(検討・今後の対応)

· 現在のスタッフ対応は、出来ない部分を修正するといった内容のアプローチとなっており、本人様には負荷が大きく、ストレスとなっていることが考えられる。今後の対応として、「朝6：30に起きて○○をする」など、生活の幅の拡大に視点を変え、本人様のモチベーションにつなげていけるように配慮する。

· 現在の目標が起床時間に重点を置いている為、就床時間にも目を向けるようにする。現在、20時前に就床前薬服用され、20時頃には就寝されていることが見られる。就床前薬の服用時間を本人様と話しあい、調整していく。

